
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 小学生のころ、塾や英会話教室、習い事などで英語に取り組んでいた中１生の65％は英語を易しい

と感じ、英語に取り組んでいなかった中１生の74％は英語を難しいと感じているようです。 

 

 今まで（ 2019年まで）は中学校で英単語を1200語程度学習していましたが、2020年以降の新

指導要領では小学校で600～700語程度、中学校で1600～1800語程度覚える必要があります。 

 

 中学校卒業までに2200～2500語程度を学習することになり、単語量だけで比べても2019年ま

での約 2倍の学習量となります。 

 

 かつての中１・中２内容を小学校で学習していくわけですから、（ 英語は中学生になってから頑張る」

という考えは非常に危険です。少しでも早い時期から学習を積み重ねていくことが重要なのです。 

 

 自力で学習し力を伸ばせる子はそう多くはありません。多くの子どもたちには学習をサポートする環

境と確かな指導者が必要です。すべて私たちにお任せください。 

 

 今からの塾通い」こそが子どもたちの明るい未来に繋がる。私たちは、そう信じます。 
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英語は難しいと感じる
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英語は易しいと感じる

65%

小学生のころ英語に取り組んでいた

英語は難しいと感じる
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英語は易しいと感じる

26%

小学生のころ英語に取り組んでいなかった

※ 道コン受験生(中１)アンケートより  2023 道コン事務局調べ 


